
 

専修コース申請書 

研修コース名【  産婦人科コース  】 

 

１．診療科（専門領域） 

産科・婦人科 

 

２．コースの概要 

産科婦人科学会専門医を育成する。 

産婦人科学は、大きく３分野に分けられる。周産期学、腫瘍学、生残内分泌学である。 

将来的には、この中の分野におけるスペシャリストとなるべく、これら全ての分野に携わり、

産婦人科学の総合的基礎を身につける。なお、当院では平成１８年度以降は体外受精を行って

いないため、この修得も希望の方はこの分野のみ他院での研修が可能である。 

 

３．取得資格 

国立病院機構による診療認定医（Ⅰ）資格 

  産科・婦人科学会専門医 

 

４．長期目標 

当院在籍３年間で、産婦人科学の基礎的な部分は修得し、一般的産婦人科医としての活動は充

分にできるような状態になるように指導を行う。 

  特にその後、産婦人科内のスペシャリストとしての道を歩むなり、僻地医療に貢献できるよう

日々の勉学と実地の両輪を実践していく。 

 

５．取得手技 

分娩介助、産科超音波診断、産科遺伝学、産科手術学、産科救急医療、不妊治療の進め方の習 

得、婦人科手術学、婦人科腫瘍学、婦人科救急医療、婦人科細胞病理学、婦人科内視鏡・腹腔 

鏡手術、化学・放射線療法。 

 

６．期間 

３年間。（１年毎に総合的なレベルアップをはかる。前期臨床研修医とのチーム編成により自 

身の知識力、実践力を確認できる）。 

 

７．募集人数 

２名 

 

８．診療科の実績と経験目標症例数 

症例数と手術件数の調査年度 ＜平成１９年度＞ 

主要疾患 入院数（年間） 経験目標症例数（３年間） 

分娩 ２７１ １００ 

切迫流早産 ６９ ２０ 

卵巣出血 ２ ３ 

卵巣嚢腫 ７１ ６０ 

子宮頸部高度異形成 ３５ ３０ 

子宮筋腫 １０２ ６０ 

子宮腺筋症 １６ １２ 

子宮頸部癌 ２７ １５ 

子宮体部癌 ８ １２ 



卵巣癌 １６ １２ 

子宮脱 １６ １２ 

 

手術 件数（年間） 経験目標件数（３年間） 

帝王切開術 １３９ ３０ 

D&C ５４ ３０ 

円錐切除術 ３０ １５ 

ポリープ切除術 ３０ ９ 

腹式単純性子宮全摘出術 １２５ ２１ 

膣式単純性子宮全摘出術 ３０ ９ 

広汎性子宮全摘出術 １１ ６ 

準広汎性子宮全摘出術 １ ３ 

子宮脱手術 １６ ６ 

婦人科腹腔鏡下手術 １３ １５ 

付属器摘出術 ２０ ３０ 

子宮付属器悪性腫瘍手術 １６ １５ 

放射線療法 １０ １５ 

 

９．診療科の指導体制 

診療科医師数 常勤    ７  名、非常勤   ０  名 

診療科研修の指導にあたる医師     ７  名 

主として研修指導にあたる医師の氏名          大藏 尚文      

         〃        診療科経験年数      ２７     年 

 

１０．コンセプト 

当院産婦人科の特徴は、 

・よく学びよく遊べ・・・めりはりをつけて仕事をしよう。遊ぶ時はしっかり遊ぼう。 

・チームワーク  ・・・患者様のためのより良い医療及び、自らの充実した１日のために皆 

            で協力し、切磋琢磨していこう。 

・日々、丁寧で、考える、前向きな医療をコツコツとやっていこう。 

・一人の人間として患者様と同じ目線で向き合える医師となろう。 

・新病棟が平成２０年１０月に完成しました。新しく快適な環境で共に学びましょう。 

 

１１．一般目標 

幅広い知識を持った、質の高い産婦人科医を育成すべく、その基礎を身につける。 

 

１２．関連領域の専修に関して 

施設内での専修      可能     不可 

施設外との交流専修    可能     不可 

研修領域の決定 

本人の意向を研修責任者が聴取し、本人との相談で決定 

 

１３．共通領域の専修について 

朝礼（週１回） 

婦人科カンファレンス（週１回） 

周産期カンファレンス（週１回） 

  総回診（週１回） 



 

専修プログラム申請書 

専修プログラム名【  産婦人科専門プログラム  】 

 

 

１．診療科（専門領域） 

産科・婦人科 

 

２．期間 

３年 

 

３．募集人数 

２人 

 

４．短期目標 

当院在籍３年間で、産婦人科学の基礎的な部分は修得し、一般的産婦人科医としての活動は充

分にできるような状態になるように指導を行う。 

  特にその後、産婦人科内のスペシャリストとしての道を歩むなり、僻地医療に貢献できるよう

日々の勉学と実地の両輪を実践していく。 

 

５．短期取得手技 

分娩介助、産科超音波診断、産科遺伝学、産科手術学、産科救急医療、不妊治療の進め方の習 

得、婦人科手術学、婦人科腫瘍学、婦人科救急医療、婦人科細胞病理学、婦人科内視鏡・腹腔 

鏡手術、化学・放射線療法。 

 

６．診療科の実績と目標症例数 

症例数と手術件数の調査年度 ＜平成１９年度＞ 

主要疾患 入院数（年間） 目標症例数（３年間） 

分娩 ２７１ １００ 

切迫流早産 ６９ ２０ 

卵巣出血 ２ ３ 

卵巣嚢腫 ７１ ６０ 

子宮頸部高度異形成 ３５ ３０ 

子宮筋腫 １０２ ６０ 

子宮腺筋症 １６ １２ 

子宮頸部癌 ２７ １５ 

子宮体部癌 ８ １２ 

卵巣癌 １６ １２ 

子宮脱 １６ １２ 

 

手術 件数（年間） 目標件数（３年間） 

帝王切開術 １３９ ４５ 

D&C ５４ ４５ 

円錐切除術 ３０ １５ 

ポリープ切除術 ３０ ９ 

腹式単純性子宮全摘出術 １２５ ２１ 

膣式単純性子宮全摘出術 ３０ ９ 



広汎性子宮全摘出術 １１ ６ 

準広汎性子宮全摘出術 １ ３ 

子宮脱手術 １６ ６ 

婦人科腹腔鏡下手術 １３ １５ 

付属器摘出術 ２０ ３０ 

子宮付属器悪性腫瘍手術 １６ １５ 

放射線療法 １０ １５ 

 

７．診療科の指導体制 

診療科医師数 常勤    ７  名、非常勤   ０  名 

診療科研修の指導にあたる医師     ７  名 

主として研修指導にあたる医師の氏名          大藏 尚文      

         〃        診療科経験年数      ２７     年 

 

８．コンセプト 

当院産婦人科の特徴は、 

・よく学びよく遊べ・・・めりはりをつけて仕事をしよう。遊ぶ時はしっかり遊ぼう。 

・チームワーク  ・・・患者様のためのより良い医療及び、自らの充実した１日のために皆 

            で協力し、切磋琢磨していこう。 

・日々、丁寧で、考える、前向きな医療をコツコツとやっていこう。 

・一人の人間として患者様と同じ目線で向き合える医師となろう。 

・新病棟が平成２０年１０月に完成しました。新しく快適な環境で共に学びましょう。 

 

９．共通領域専修について 

朝礼（週１回） 

婦人科カンファレンス（週１回） 

周産期カンファレンス（週１回） 

  総回診（週１回） 

 


